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　事業再評価を実施する事業の一覧表（道路事業） 中部地方整備局

整理
番号

事業
種別
※１

該当
項目
※２

都道
府県
名

路線
番号

箇　所　名 事業の目的
事業
延長
(km)

事業化
年度

都市計画
決定又は
変更年度

用地
着手
年度

工事
着手
年度

供用済
み延長

(km)

全体
事業費
（億円）

事業
進捗率
（％）

事業を巡る社会情勢等の変化 事業の状況及び今後の見通し Ｂ／Ｃ
対応方針
（原案）

備 考

1 高 ⑤
長
野

474
一般国道474号
飯喬道路

・一般国道474号 三遠南信自動車道 飯喬道路は、長野県飯田
市山本から下伊那郡喬木村氏乗に至る延長22.1kmの自動車
専用道路。

下記の4点を主な目的として事業を推進。
・災害に強い道路機能の確保
・救急医療活動の支援
・地域活性化の支援
・産業活動の活性化

22.1 H4 - H7 H10 14.6 1,551 約87

・北遠地域の道路は山岳部という地形のため、防災面で脆弱なネッ
トワークである。
・県境付近では高齢化の進展等により、救急出動件数が増加傾向
にあり、土砂災害等による通行止めで円滑な救急活動に支障。
･沿線地域の観光客数はH24より1.1倍増加している。
・天龍峡IC～飯田上久堅･喬木富田IC（延長4km）がR1.11に開通

飯田上久堅･喬木富田IC～喬木IC（延長7.5km）
は、早期開通に向け、改良工、橋梁工、トンネル工
事等を推進する。

【一体】
事業全体

（1.1）
残事業
（2.2）

【個別】
事業全体

（1.1）
残事業
（2.2）

事業継続

2 高 ⑤

長
野
静
岡

474
一般国道474号
青崩峠道路

・一般国道474号 三遠南信自動車道 青崩峠道路は、長野県飯
田市南信濃八重河内から静岡県浜松市天竜区水窪町奥領家
に至る延長5.9kmの自動車専用道路。

下記の4点を主な目的として事業を推進。
・災害に強い道路機能の確保
・救急医療活動の支援
・地域活性化の支援
・産業活動の活性化

5.9 S58 - H23 H23 - 676 約68

・北遠地域の道路は山岳部という地形のため、防災面で脆弱なネッ
トワークである。
・県境付近では高齢化の進展等により、救急出動件数が増加傾向
にあり、土砂災害等による通行止めで円滑な救急活動に支障。
･沿線地域の観光客数はH24より1.1倍増加している。

小嵐IC（仮称）～水窪北IC（仮称）（延長5.9km）は、
早期開通に向け、トンネル工事等を推進する。

【一体】
事業全体

（1.1）
残事業
（2.2）

【個別】
事業全体

（1.5）
残事業
（5.0）

事業継続

3 高 ⑤
静
岡

474
一般国道474号
水窪佐久間道路

・一般国道474号 三遠南信自動車道 水窪佐久間道路は、静岡
県浜松市天竜区水窪町から浜松市天竜区佐久間町に至る延
長14.4kmの自動車専用道路。

下記の4点を主な目的として事業を推進。
・災害に強い道路機能の確保
・救急医療活動の支援
・地域活性化の支援
・産業活動の活性化

14.4 H31 - - - - 900 約1

・北遠地域の道路は山岳部という地形のため、防災面で脆弱なネッ
トワークである。
・県境付近では高齢化の進展等により、救急出動件数が増加傾向
にあり、土砂災害等による通行止めで円滑な救急活動に支障。
･沿線地域の観光客数はH24より1.1倍増加している。

水窪IC（仮称）～佐久間川合IC（延長14.4km）は、
早期工事着手に向け、調査設計を推進する。

【一体】
事業全体

（1.1）
残事業
（2.2）

【個別】
事業全体

（1.1）
残事業
（1.1）

事業継続

4 高 ⑤

静
岡
愛
知

474
一般国道474号
佐久間･三遠道路

・一般国道474号 三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路
は、静岡県浜松市天竜区佐久間町川合から浜松市北区引
佐町東黒田に至る延長27.9kmの自動車専用道路。

下記の4点を主な目的として事業を推進。
・災害に強い道路機能の確保
・救急医療活動の支援
・地域活性化の支援
・産業活動の活性化

27.9 H5 - H13 H15 20.8 1,869 約93

・北遠地域の道路は山岳部という地形のため、防災面で脆弱なネッ
トワークである。
・県境付近では高齢化の進展等により、救急出動件数が増加傾向
にあり、土砂災害等による通行止めで円滑な救急活動に支障。
･沿線地域の観光客数はH24より1.1倍増加している。

東栄IC～鳳来峡IC（延長7.1km）は、令和7年度開
通に向けて橋梁工、トンネル工事等を推進する。

【一体】
事業全体

（1.1）
残事業
（2.2）

【個別】
事業全体

（1.0）
残事業
（3.3）

事業継続

5 二次 ④
岐
阜

156
一般国道156号
岐阜東バイパス

･一般国道156号岐阜東バイパスは岐阜県羽島郡岐南町八剣
から関市山田に至る延長13.4kmのバイパス。
下記の3点を主な目的として事業を推進
･交通渋滞の緩和
･交通安全の確保
･地域経済の活性化

13.4
S46
H6

S49
S55
H6

S48
S57
H13

S49
S61
H20

9.0 1,020 約61

･部分開通（H25.10）により、並行現道の交通量は約3割減少、混雑
度が1.71から1.19に低下したが、未開通区間の並行現道では混雑
度が1.38となっている。
･未開通区間の並行現道には事故危険区間が6箇所存在し、死傷
事故発生件数は年間23件発生している。

岐阜市岩田西～関市山田（延長4.4km）について
早期開通に向け、改良工や橋梁下部工等の工事
を推進する。

事業全体
（1.7）

残事業
（2.6）

事業継続

6 二次 ④

岐
阜
三
重

258
一般国道258号
大桑道路

･一般国道258号大桑道路は岐阜県大垣市楽田町から三重県
桑名市大字小貝須字柳原に至る延長41.6kmの道路。
下記の2点を主な目的として事業を推進
･交通渋滞の緩和
･物流の効率化

41.6 S40

S40
S43
S53
H8

S40 S40 28.9 310 約87

･柚井～下野代（延長3.2km）の4車線化により柚井交差点では最大
940mあった渋滞が解消された。
･岐阜県は石油の9割を三重県から搬入しており、国道258号が西
濃地域への唯一のルートとなっている。
･暫定2車線区間には事故危険箇所が2箇所あり事故による渋滞が
石油の輸送効率に影響を与えている。

岐阜県養老郡養老町大巻～三重県桑名市多度町
柚井において早期開通に向けて関係機関との調
整を進める。

事業全体
（2.1）

残事業
（5.3）

事業継続

7 二次 ④
三
重

1
一般国道1号
関バイパス

･一般国道1号関バイパスは三重県亀山市太岡寺町から関町
鷲山に至る延長2.5kmのバイパス。
下記の2点を主な目的として事業を推進
･交通渋滞の緩和
･地域産業、観光の支援

2.5
H8
H15

H8 H12 H14 - 250 約67

･関バイパスに並行する国道1号の主要渋滞箇所では渋滞損失時
間が11.2万人時間三重県平均（7.8万人時間）を大きく上回ってい
る。
･コロナ渦でも隣接する工業団地への企業進出が続いている。（R2
は1社進出）

早期開通に向けて関係機関との調整を進める

事業全体
（1.4）

残事業
（2.0）

事業継続

※１．（事業種別）　　高規格：高 　地域高規格：地高　 　一般１次改築：１次　 　一般２次改築：２次
※２．（再評価該当項目） ①事業採択後３年間を経過した時点で未着工の事業

②事業採択後５年間が経過した時点で継続中の事業
③準備・計画段階で３年間が経過している事業
④再評価実施後５年間が経過している事業
⑤社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業
※印は国土交通省所管公共事業の再評価実施要領の改定による期間
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記入要領

・当該事業によるアウトカム指標の変化を把握

・道路種別により、評価項目は適宜変更

・効果が認められる評価項目は□を■に変更

・●印の評価項目については定量的評価の結果を記載

（再評価）

様式１　客観的評価指標による事業採択の前提条件、事業の効果や必要性の確認の状況

事業名 一般国道474号　三遠南信自動車道　水窪佐久間道路

事業主体 中部地方整備局

●事業採択の前提条件を確認するための指標

指　　標 指標チェックの根拠

前提条件 事業の効率性 ■ 便益が費用を上回っている
全　体:費用便益比(B/C)＝ 1.1　経済的純現在価値(B-C)＝ 74億円　経済的内部収益率(EIRR)＝ 4.6%
残事業:費用便益比(B/C)＝ 1.1　経済的純現在価値(B-C)＝ 86億円　経済的内部収益率(EIRR)＝ 4.7%

●事業の効果や必要性を評価するための指標

政策目標 指　標　（対象となる指標のみ記載。効果が確認されるものは□を■に変更） 指標チェックの根拠

１．活力 円滑なモビリ
ティの確保

■ 並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

区間a（費用便益分析対象区間）について
渋滞損失時間（現況）：4,785万人・時間/年
渋滞損失削減時間：48万人・時間/年（4,785万人・時間/年⇒4,737万人・時間/年）

区間b（並行区間）について：国道151号、152号、473号等
並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間（現況）：86,305人・時間/年
並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間：約９割削減（86,305人・時間/年⇒1,511人・時間/年）

□ 並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

□
並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する又は新たなバス路線が
期待できる

■ 新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる
JR浜松駅（新幹線停車駅）へのアクセス向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）～JR浜松駅　（現況120分　⇒　整備後80分）

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

中部国際空港へのアクセス向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）～中部国際空港　現況160分　⇒　整備後120分

富士山静岡空港へのアクセス向上
浜松市天竜区佐久間地区（旧水窪町）～富士山静岡空港　現況120分　⇒　整備後80分
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物流効率化の支
援

■ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる

御前崎港へのアクセス向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）～御前崎港　現況150分　⇒　整備後110分

三河港へのアクセス向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）～三河港　現況130分　⇒　整備後90分

□ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上

都市の再生
□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 三大都市圏の環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

国土・地域ネッ
トワークの構築 ■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 飯田市と浜松市を連絡するルートを構成する

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 飯田地方生活圏の中心都市 飯田市と西部地方生活圏の中心都市 浜松市を約２時間で連絡する最短ルート

■ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる
北遠地域から西部地方生活圏の中心都市 浜松市中心部へのアクセスが向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）から浜松市中心部　現況：約120分→整備後：約80分　約40分短縮

個性ある地域の
形成 ■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

三遠南信地域連携ビジョン（「三遠南信250万流域都市圏の創造」のため、東三河地域、遠州地域及び南信州地域（以下「三
遠南信地域」という。）の県境を越えた地域連携を推進し一体的な圏域の発展を目指す）、光・電子技術イノベーション創出
拠点

□ IC等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

２．暮らし 安全で安心でき
るくらしの確保 ■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

奥三河北部地域、北遠地域から浜松市の聖隷三方原病院へのアクセスが向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）～聖隷三方原病院　現況100分　⇒　整備後60分

３．安全 安全な生活環境
の確保

□
並行区間等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少により当該
区間の安全性の向上が期待できる

災害への備え

■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置
づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）とし
て位置づけあり

緊急輸送道路としての位置付けあり

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する
代替する緊急輸送道路路線名：
国道152号（浜松市天竜区大井～浜松市中区）
国道473号（浜松市天竜区大井～北設楽郡東栄町）

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する

■ 並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を形成する 事前通行規制区間：国道151号、国道152号、国道473号を避けることができる
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４．環境 地球環境の保全

■ 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

＜水窪佐久間道路全体＞
　評価対象区間（費用便益分析対象区間）について
　　ＣＯ２排出削減量：4千t/年（1,648千t/年⇒1,644千t/年）
　評価対象区間（現道；並行路線　国道151号、152号、257号、473号等）について
　　ＣＯ２排出削減量：6千t/年（9千t/年⇒3千t/年）

生活環境の改
善・保全

■ 並行区間等における自動車からのNO2排出削減率

（現況）
自動車ＮＯｘ・ＰＭ法対策地域指定の別：対象外

（推計結果）
＜水窪佐久間全体＞
　評価対象区間（費用便益分析対象区間）について
　　ＮＯｘ排出削減量：8t/年（3,728t/年⇒3,720t/年）　　排出削減率：0.2%
　評価対象区間（現道；並行路線　国道151号、152号、257号、473号等）について
　　ＮＯｘ排出削減量：11t/年（16t/年⇒4t/年）　　 排出削減率：72.6%

■ 並行区間等における自動車からのSPM排出削減率

（現況）
自動車ＮＯｘ・ＰＭ法対策地域指定の別：対象外

（推計結果）
＜水窪佐久間全体＞
　評価対象区間（費用便益分析対象区間）について
　　SPM排出削減量：1t/年（210t/年　⇒　209t/年）　　排出削減率：0.2%
　評価対象区間（現道；並行路線　国道151号、152号、257号、473号等）について
　　SPM排出削減量：0.8t/年（1t/年⇒0.2t/年）　　 排出削減率：75.9%

□
並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待
される区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと
の関係 □ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

その他
□ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される
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再評価結果（令和４年度事業継続箇所）（原案）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 一般国道４７４号 三遠南信自動車道 事業 一般国道 事業 国土交通省
さんえんなんしん

佐久間道路・三遠道路 区分 主体 中部地方整備局
さ く ま さんえん

起終点 自：静岡県浜松市 天竜 区佐久間町川合 延長
てんりゅう さ く ま ち ょ う か わ い

至：静岡県浜松市北区引佐町東黒田
２７．９kmいなさちょうひがしくろだ

事業概要
一般国道４７４号三遠南信自動車道は長野県飯田市を起点とし、静岡県浜松市に至る全長約１００kmの

高規格幹線道路です。本事業の一般国道４７４号三遠南信自動車道佐久間道路・三遠道路は静岡県浜松市
天竜区佐久間町川合から静岡県浜松市北区引佐町東黒田に至る延長２７．９kmの自動車専用道路であり、
広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援を主な目
的として事業を推進しています。
Ｈ５年度事業化 － Ｈ１３年度用地着手 Ｈ１５年度工事着手
全体事業費 １，８６９億円 事業進捗率 約９３％ 供用済延長 ２０．８km

（令和3年3月末時点）
計画交通量 9,000台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体)１．１ 1,300/6,450億円 2,813/7,259億円 令和３年

（１．０） 事 業 費：1,125/6,084億円 走行時間短縮便益：2,567/6,706億円

(残事業) ２．２ 維持管理費：175/ 366億円 走行経費減少便益： 209/ 458億円
（３．３） 交通事故減少便益： 36/ 94億円

感度分析の結果
(事業全体) 交通量 ：B/C＝1.1～1.2(交通量 ±10%) (残事業) 交通量 ：B/C＝2.1～2.3(交通量 ±10%)

事業費 ：B/C＝1.1～1.2(事業費 ±10%) 事業費 ：B/C＝2.0～2.4(事業費 ±10%)
事業期間：B/C＝1.1～1.2(事業期間±20%) 事業期間：B/C＝2.1～2.3(事業期間±20%)

事業の効果等
①円滑なモビリティの確保
・並行区間等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。
・新幹線駅へのアクセス向上が期待される。
・第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が期待される。
②物流効率化の支援
・特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が期待される。
③国土・地域ネットワークの構築
・新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートが構成される。
・日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線が構成される。
・日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が期待される。
④個性ある地域の形成
・拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントの支援が期待される。
⑤安全で安心できるくらしの確保
・第三次救急医療施設へのアクセス向上が期待される。
⑥安全な生活環境の確保
・並行区間等に死傷事故率500件/億台km以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設
置又は線形不良区間の解消により、当該区間の安全性の向上が期待される。
⑦災害への備え
・対象区間が都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位
置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヵ年計画に位置づけのある路線として位置づけがある。
・緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する。
・並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する。
⑧地球環境の保全
・対象道路の整備により自動車からのCO2排出量の削減が見込まれる。
⑨生活環境の改善・保全
・並行区間等における自動車からのNO2排出量の削減が見込まれる。
・並行区間等における自動車からのSPM排出量の削減が見込まれる。
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記入要領

・当該事業によるアウトカム指標の変化を把握

・道路種別により、評価項目は適宜変更

・効果が認められる評価項目は□を■に変更

・●印の評価項目については定量的評価の結果を記載

様式１　客観的評価指標による事業採択の前提条件、事業の効果や必要性の確認の状況

事業名 一般国道474号　三遠南信自動車道　佐久間道路・三遠道路

事業主体 中部地方整備局

●事業採択の前提条件を確認するための指標

指　　標 指標チェックの根拠

前提条件 事業の効率性 □ 便益が費用を上回っている　
全　体:費用便益比(B/C)＝ 1.00　経済的純現在価値(B-C)＝7.6億円　経済的内部収益率(EIRR)＝ 4.0%
残事業:費用便益比(B/C)＝ 3.3　経済的純現在価値(B-C)＝400億円　経済的内部収益率(EIRR)＝ 15.5%

●事業の効果や必要性を評価するための指標

政策目標 指　標　（対象となる指標のみ記載。効果が確認されるものは□を■に変更） 指標チェックの根拠

１．活力 円滑なモビリ
ティの確保

■ 並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

区間a（費用便益分析対象区間）について
　　　　　　　渋滞損失時間（整備前）：4,451万人・時間/年
　　　　　　　渋滞損失削減時間：181万人・時間/年（4,451万人・時間/年⇒4,270万人・時間/年）
区間b（並行区間）について：国道151号、152号、473号等
　　　　　　　並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間（整備前）：1,511,694人・時間/年
　　　　　　　並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間：約３割削減（1,511,694人・時間/年⇒998,916人・時間/年）

□ 並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

□
並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する又は新たなバス路線が
期待できる

■ 新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる
JR浜松駅（新幹線停車駅）へのアクセス向上
浜松市天竜区佐久間地区（旧佐久間町）～JR浜松駅　（整備前90分　⇒　整備後70分）
北設楽郡東栄町～JR浜松駅　（整備前80分　⇒　整備後60分）

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

中部国際空港へのアクセス向上
浜松市天竜区佐久間地区（旧佐久間町）～中部国際空港　整備前130分　⇒　整備後110分
北設楽郡東栄町～中部国際空港　整備前120分　⇒　整備後100分

富士山静岡空港へのアクセス向上
浜松市天竜区佐久間地区（旧佐久間町）～富士山静岡空港　整備前90分　⇒　整備後70分
北設楽郡東栄町～富士山静岡空港　整備前70分　⇒　整備後　60分
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物流効率化の支
援

■ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる

御前崎港へのアクセス向上
浜松市天竜区佐久間地区（旧佐久間町）～御前崎港　整備前120分　⇒　整備後100分
北設楽郡東栄町～御前崎港　現況110分　⇒　整備後90分

三河港へのアクセス向上
浜松市天竜区佐久間地区（旧佐久間町）～三河港　整備前100分　⇒　整備後70分
北設楽郡東栄町～三河港　現況80分　⇒　整備後70分

□ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上

都市の再生
□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 三大都市圏の環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

国土・地域ネッ
トワークの構築 ■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 飯田市と浜松市を連絡するルートを構成する

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 飯田地方生活圏の中心都市 飯田市と西部地方生活圏の中心都市 浜松市を約150分で連絡する最短ルート

■ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる
北遠地域から西部地方生活圏の中心都市 浜松市中心部へのアクセスが向上
浜松市天竜区佐久間地区（旧佐久間町）から浜松市中心部　整備前：約90分→整備後：約70分　約20分短縮

個性ある地域の
形成 ■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

第２次三遠南信地域連携ビジョン（「三遠南信流域都市圏の創造」のため、東三河地域、遠州地域、南信州地域を範囲とし
て、「大都市圏・世界と結ばれる広域連携都市圏の形成」、「中部圏での中核的都市圏の形成」、「流域循環圏の形成」の形
成を目指す）、光・電子技術イノベーション創出拠点

□ IC等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

２．暮らし 安全で安心でき
るくらしの確保 ■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

奥三河北部地域、北遠地域から浜松市の聖隷三方原病院へのアクセスが向上
浜松市天竜区佐久間地区（旧佐久間町）～聖隷三方原病院　整備前75分　⇒　整備後45分
北設楽郡東栄町～聖隷三方原病院　整備前70分　⇒　整備後40分

３．安全 安全な生活環境
の確保

■
並行区間等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少により当該
区間の安全性の向上が期待できる

死傷事故率500件/億台キロ以上区間
国道151号・257号交差点（新城市長篠下り筬　長篠東交差点）
国道151号・能登瀬新城線交差点（新城市大野上野　大野交差点）
国道257号・豊橋下吉田線交差点（新城市下吉田）
国道152号・362号交差点（浜松市天竜区山東　山東交差点）
国道473号・飯田富山佐久間線交差点（浜松市天竜区佐久間町浦川　錦橋交差点）
天竜東栄線・鳳来佐久間線交差点（浜松市天竜区佐久間町浦川）
上記区間について、佐久間道路・三遠道路を利用することで、線形不良区間の回避、また、通過交通の減少により、安全性の
向上が期待される

災害への備え

■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置
づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）とし
て位置づけあり

緊急輸送道路としての位置付けあり

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する

代替する緊急輸送道路路線名：
国道152号（浜松市天竜区大井～浜松市中区）
国道473号（浜松市天竜区大井～北設楽郡東栄町）
国道151号（北設楽郡東栄町～新城市長篠）

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する

■ 並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を形成する 事前通行規制区間：国道151号、国道152号、国道473号を避けることができる
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４．環境 地球環境の保全

■ 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

＜佐久間道路・三遠道路全体＞
　評価対象区間（費用便益分析対象区間）について
　　ＣＯ２排出削減量：13千t/年（1,667千t/年⇒1,654千t/年）
　評価対象区間（現道；並行路線　国道151号、152号、257号、473号等）について
　　ＣＯ２排出削減量：21千t/年（51千t/年⇒30千t/年）

生活環境の改
善・保全

■ 並行区間等における自動車からのNO2排出削減率

（現況）
自動車ＮＯｘ・ＰＭ法対策地域指定の別：対象外

（推計結果）
＜佐久間道路・三遠道路全体＞
　評価対象区間（費用便益分析対象区間）について
　　ＮＯｘ排出削減量：33t/年（3,639t/年⇒3,606t/年）　　排出削減率：0.9%
　評価対象区間（現道；並行路線　国道151号、152号、257号、473号等）について
　　ＮＯｘ排出削減量：50t/年（121t/年⇒71t/年）　　 排出削減率：41.2%

■ 並行区間等における自動車からのSPM排出削減率

（現況）
自動車ＮＯｘ・ＰＭ法対策地域指定の別：対象外

（推計結果）
＜佐久間道路・三遠道路全体＞
　評価対象区間（費用便益分析対象区間）について
　　SPM排出削減量：3t/年（211t/年　⇒　208t/年）　　排出削減率：1.4%
　評価対象区間（現道；並行路線　国道151号、152号、257号、473号等）について
　　SPM排出削減量：3t/年（7t/年⇒4t/年）　　 排出削減率：41.1%

□
並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待
される区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと
の関係 □ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

その他
□ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される
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再評価結果（令和４年度事業継続箇所）（原案）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 事業 事業 国土交通省

国道１号 関バイパス 区分 一般国道 主体 中部地方整備局
せき

起終点 自：三重県亀山市太岡寺町 延長
かめやま たいこうじちょう

至：三重県亀山市関町鷲山 ２．５km
かめやま せきちょうわしやま

事業概要

一般国道１号は、東京都中央区を起点とし、静岡県静岡市及び愛知県名古屋市等の主要都市を経て、大阪府

大阪市に至る、我が国の東西交通を担う主要幹線道路です。

本事業の一般国道１号関バイパスは、三重県亀山市太岡寺町から三重県亀山市関町鷲山に至る名阪国道

接続ランプを含む延長２．５ｋｍのバイパスであり、交通渋滞の緩和、地域経済の支援を主な目的として

事業を推進しています。

H8年度事業化（L=1.1㎞） Ｈ８年度都市計画決定 Ｈ１２年度用地着手 Ｈ１４年度工事着手

H15年度事業化（L=1.4㎞）

全体事業費 ２５０億円 事業進捗率（令和 ６７％ 供用済延長 －km

３年度３月末時点）

計画交通量 １４，８００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) １.４ 88/379億円 176/523億円 令和３年

事 業 費：61/352億円 走行時間短縮便益：160/421億円

(残事業) ２.０ 維持管理費：27/27億円 走行経費減少便益：11/ 100億円

交通事故減少便益：5.2/2.7億円

感度分析の結果

(事業全体) 交通量 ：B/C＝1.1～1.7 (交通量 ±10%) (残事業) 交通量 ：B/C＝1.7～2.4(交通量 ±10%)

事業費 ：B/C＝1.3～1.5 (事業費 ±10%) 事業費 ：B/C＝1.9～2.1(事業費 ±10%)

事業期間：B/C＝1.3～1.4 (事業期間±20%) 事業期間：B/C＝1.9～2.0(事業期間±20%)

事業の効果等

①円滑なモビリティの確保

・現道等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。

・利便性の向上が期待できるバス路線（三重交通）が存在する。

②物流効率化の支援

・国際拠点港湾（四日市港）へのアクセス向上が見込まれる。

③都市の再生

・幹線都市計画道路網密度が１．５ｋｍ／ｋｍ２以下である市街地内での事業である。

④個性ある地域の形成

・拠点開発プロジェクト（亀山・関テクノヒルズ）を支援する。

・地域連携プロジェクト（いこか連携推進プロジェクト）を支援する。

・主要な観光地（重要伝統的建造物群保存地区 関宿）へのアクセス向上が期待される。

⑤安全で安心できるくらしの確保

・三次医療施設（三重県立総合医療センター）へのアクセス向上が見込まれる。

⑤災害への備え

・第一次緊急輸送道路として位置付けられている。

・緊急輸送道路が通行止めになった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路を形成する。

⑥地球環境の保全

・ＣＯ２排出量の削減が見込まれる。

⑦生活環境の改善・保全

・ＮＯ２排出量の削減が見込まれる。

・ＳＰＭ排出量の削減が見込まれる。
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